
２
０
５
０
Ｃ
Ｎ
宣
言
以
降
の�

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
議
論
経
緯

　

我
が
国
は
、
２
０
２
０
年
10
月
に
菅
義
偉
首
相

（
当
時
）が
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル（
以
下
、
Ｃ
Ｎ
）を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
、

こ
れ
を
契
機
に
、「
経
済
と
環
境
の
好
循
環
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
各
省
庁
に
お
い
て
、
様
々

な
戦
略
お
よ
び
政
策
を
順
次
展
開
し
て
き
た
。

　

炭
素
に
価
格
付
け
を
し
て
、
排
出
者
等
の
行
動
変

容
を
図
る
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
０
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
『
グ
リ
ー
ン

成
長
戦
略
』
に
お
い
て
、「
産
業
の
競
争
力
強
化
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
投
資
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、

成
長
に
資
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
躊
躇
な
く
取
り
組

む
」
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
２
０
２
１
年
６
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
『
成
長
戦
略
実
行
計
画
』
に
お
い
て

は
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
係
る
既
存
制
度
を
見
直
し
、

自
主
的
か
つ
市
場
ベ
ー
ス
で
の
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
を
促
進
す
る
。
そ
の
上
で
、
炭
素
税
や
排
出
量

取
引
に
つ
い
て
は
、（
略
）成
長
に
資
す
る
制
度
設
計

が
で
き
る
か
ど
う
か
、
専
門
的
・
技
術
的
な
議
論
を

進
め
る
」
と
さ
れ
、
成
長
と
両
立
す
る
形
で
の
検
討

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
政
府
方
針

を
踏
ま
え
て
、「
世
界
全
体
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
の
た
め
の
経
済
的
手
法
等
の
あ
り
方
に

関
す
る
研
究
会
」（
座
長
：
大
橋
弘 

東
京
大
学
副
学

長
・
同
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）で
の
議
論
を

積
み
重
ね
、
２
０
２
１
年
８
月
末
の
「
中
間
整
理
」

に
お
い
て
、
成
長
に
資
す
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
一
類
型
と
し
て
、
自
ら
高
い
削
減
目
標
を
掲
げ
、

そ
の
目
標
を
資
本
市
場
に
開
示
し
、
気
候
変
動
対
策

を
先
駆
的
に
行
う
企
業
群
が
、
目
標
達
成
の
た
め
の

自
主
的
な
排
出
量
取
引
等
を
行
う
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
・
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
構
想（
仮
称
）」
を
示
し

経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局
環
境
経
済
室
長

梶かじか
わ川
文ふみひ

ろ博

成
長
に
資
す
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
つ
い
て

─�
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
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特集 グリーントランスフォーメーション
─ ��2050年カーボンニュートラルに向けた経済社会の変革

た
。
主
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
、
下
記
項
目
に
賛

同
す
る
企
業
を
募
り
、
脱
炭
素
投
資
と
排
出
削
減
の

挑
戦
を
行
い
、
自
ら
の
目
標
が
達
成
で
き
な
い
場
合

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
等
に
よ
る
排
出
量
取
引
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

・ 

自
ら
、
１
・
５
℃
目
標
実
現
に
向
け
た
、
目
標

設
定
と
挑
戦
を
行
い
、
そ
の
取
り
組
み
を
公
表

す
る
。

・ 

幅
広
い
主
体
に
働
き
掛
け
を
能
動
的
に
行
い
、

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
Ｃ
Ｎ
を
目
指
す
。

・ 

グ
リ
ー
ン
製
品
の
積
極
・
優
先
購
入
に
よ
り
、

我
が
国
消
費
市
場
の
グ
リ
ー
ン
化
を
牽
引
す
る
。

　

基
本
的
に
は
、
企
業
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
、
政
府
に
よ
る
直
接
規
制
と
は
し
て

い
な
い
。
他
方
、
現
在
の
金
融
資
本
市
場
に
お
け

る
開
示
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

な
ど
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
ガ
バ
ナ
ン

ス（
注
１
）を

活
用
し
、
そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
を

企
図
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
前
記
研
究
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、

名
称
を「
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
」と
変
更
し
て

（
注
２
）、２
０
２
２

年
２
月
に
「
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
基
本
構
想
」を
公
表
し
、

こ
の
構
想
へ
の
賛
同
企
業
を
募
集
す
る
に
至
っ
た

（
図
表
１
参
照
）。

Ｃ
Ｎ
を
前
提
と
し
た
際
の�

Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
の
位
置
付
け

　

Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
は
、
将
来
的
な
排
出
量
を
調
整
す

る
仕
組
み
を
導
入
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る（
図
表
２
参
照
）。
Ｃ
Ｎ
と
い
う
目
標
が

達
成
さ
れ
た
状
況
と
は
、
異
な
る
主
体
に
よ
る
人
為

的
な
排
出
量
と
人
為
的
な
吸
収
・
除
去
量
が
国
内
・

世
界
に
お
い
て
均
衡
し
て
い
る
状
況
（
注
３
）を

指
し
て
お
り
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
、
異
な
る
主
体
に
よ
る
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
通
じ
た
排
出
量
取
引
が
成
立
し
て
い
る
こ
と

が
前
提
で
あ
る
。

　

ま
た
、
移
行
期
に
お
い
て
も
、
個
別
の
産
業
に
お

い
て
炭
素
中
立
へ
移
行
す
る
た
め
の
代
替
手
段
が
開

発
さ
れ
た
段
階
で
、
そ
の
よ
う
な
手
段
に
つ
い
て
の

先
行
導
入
企
業
と
そ
う
で
な
い
企
業
と
の
取
り
組
み

強
度
の
不
公
平
を
是
正
す
る
た
め
に
、
排
出
量
を
調

整
す
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
と
併
せ
て
、

各
国
の
気
候
変
動
対
策
の
強
度
に
よ
り
、
Ｃ
Ｎ
を
達

成
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
場
合
に
は
、
企
業
間

と
同
様
に
国
家
間
で
の
調
整
も
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
将
来
的
に
必
要
と
な
る
排
出
量
を

調
整
す
る
仕
組
み
を
踏
ま
え
、「
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
」
で

は
、
自
主
的
に
掲
げ
た
目
標
値
を
達
成
す
る
た
め
の

排
出
量
取
引
の
仕
組
み
を
措
置
し
、
こ
れ
を
将
来
に

向
け
た
準
備
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。
な
お
、
国
の
排
出
削
減
目
標
と
の
関
係
で
、

こ
の
よ
う
な
自
主
的
な
枠
組
み
に
よ
る
産
業
界
の
取

り
組
み
の
進
捗
が
芳
し
く
な
い
場
合
は
、
政
府
に
よ

る
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
へ
の
移
行
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

【GXリーグでの取組】
① 2050年カーボンニュートラルの
サステイナブルな未来像を議論・創造
◆ 産官学民の幅広いステークホルダーが、ワーキング
グループを構成して、未来像とそこに向けた経済社会
システムの移行像を示す。
（例：生活者視点のサステイナブルな経済社会システムの
あり方、2050CN時代の企業の役割）

② カーボンニュートラル時代の市場創造や
ルールメイキングを議論
◆ ①未来像を踏まえ、新たなビジネスモデルを検討し、
市場創造のためのルール作りを行う。
（例：CO2ゼロ商品の認証制度等）

③ カーボンニュートラルに向けて掲げた目標に
向けて自主的な排出量取引を行う
◆ 自ら高い排出量削減目標を自主的に掲げ、その達成
に向けて、カーボン・クレジット市場を通じた自主
的な排出量取引を行う。

【参画企業に求められる取組】
① 自らの排出削減（目標設定、挑戦、公表）
◆ 2050CNと整合的な2030年削減目標に向け挑戦。
目標未達時は、直接排出（国内分）に関し排出量
取引の実施状況を公表。

◆ 国の削減目標（46%）より野心的な目標を奨励
（超過削減分は取引可能）。

② サプライチェーンでの排出削減
◆ 上流の事業者に対して削減の取り組み支援を、下
流の需要家・生活者に対して、CFP表示等、「環境
価値」の提供・意識醸成を行う。

◆ サプライチェーン排出に関する定量的な目標設定
を奨励。

③ グリーン市場の創造
◆ 多様な主体と、革新的なイノベーション創出に向け
協働し、新製品・サービスを通じて貢献。

◆ 自らのグリーン製品調達・購入を奨励。

【趣旨】 2050年のCN実現を見据えて、経済と環境の好循環を作り出す観点から、脱炭素にいち早く
移行するための挑戦を行い、国際ビジネスで勝てる企業群を生み出すための産官学の仕組み。

【スケジュール】 2月1日（火）に「基本構想」を公表し、440社が賛同。この「基本構想」を基に、GXリーグ
の本格稼働に向けた議論を2022年4月から開始。2022年度後半に実証試験を行い、
2023年４月以降からの本格稼働を目指す。

図表１　GX（グリーントランスフォーメーション）リーグの概要
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Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
の
今
年
度
の
活
動
と�

今
後
の
展
開

　

Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
基
本
構
想
へ
の
賛
同
企
業
募
集
は
２

０
２
２
年
３
月
31
日
に
締
め
切
っ
た
が
、
４
４
０
社

が
賛
同
し
、
我
が
国
の
排
出
量
の
４
割
以
上
を
カ
バ

ー
す
る
枠
組
み
と
な
っ
た
。
２
０
２
２
年
度
は
準
備

期
間
と
し
て
の
位
置
付
け
で
、
排
出
量
取
引
に
か
か

る
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
の
ほ
か
、
２
０
５
０
Ｃ
Ｎ
を

前
提
と
し
た
う
え
で
の
未
来
像
の
議
論
や
、
Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
商
品
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
表
示
な
ど
市
場
創

造
の
た
め
の
ル
ー
ル
形
成
の
議
論
な
ど
を
民

が
主
導
す
る
形
で
開
始
す
る
。
加
え
て
、
同

時
並
行
で
、
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場

の
実
証
試
験（
実
施
主
体
：
東
京
証
券
取
引

所
）を
行
い
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
本
格
的

に
稼
働
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。
先
行
し
て
議

論
が
進
む
未
来
像
の
議
論
で
は
、
１
０
０
社

以
上
が
参
加
し
て
対
話
形
式
で
議
論
を
進
め
、

Ｇ
Ｘ
に
向
け
た
業
種
を
超
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
機

会
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　

排
出
量
取
引
に
つ
い
て
は
、
こ
の
夏
か
ら

有
識
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
つ
つ
、

政
府
が
原
案
を
作
り
、
賛
同
企
業
と
の
対
話

を
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
基
本
構
想
で
お

示
し
し
た
内
容
を
基
礎
と
し
て
、
具
体
的
な

ル
ー
ル
設
計
を
年
末
ま
で
に
行
う
。加
え
て
、

２
０
２
２
年
６
月
７
日
に
閣
議
決
定
し
た

「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

及
び
実
行
計
画
」
に
お
い
て
は
、
現
行
の
取

り
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
排
出
量
取
引
の
知
見
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を
図
り
、
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
自
体
を
「
将

来
的
に
大
き
く
発
展
さ
せ
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｕ
の
排
出
量
取
引
制
度
が
、約
20
年
か
け
て
、そ

の
と
き
の
事
情
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、

Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
に
お
け
る
取
り
組
み
も
、
"Learning 

by D
oing

"の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
不
確
実
性
が
高
い

状
況
の
中
で
長
期
的
な
視
点
で
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
２
０
２
３
年
度

の
本
格
稼
働
に
向
け
て
、
こ
の
夏
以
降
、
よ
り
幅
広

く
企
業
の
募
集
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
経
団

連
事
務
局
と
も
連
携
し
て
、
傘
下
の
企
業
の
さ
ら
な

る
ご
参
画
を
お
願
い
し
た
い
。

（
注
１
）�企
業
へ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
は
、
政
府
か
ら
の
直
接
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
け
で
は
な
く
、マ
ル
チ
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー（
消
費
者
、

取
引
先
、
投
資
家
、
銀
行
、
労
働
市
場
等
）と
企
業
と
の
対
話

の
中
で
の
ル
ー
ル
形
成
や
、
そ
れ
ら
相
互
作
用
の
中
で
の
目
標

達
成
な
ど
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
巻
き
込
ん
だ
新
た

な
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
へ
と
変
化

（
注
２
）�名
称
に
つ
い
て
は
、
目
指
す
べ
き
は
Ｃ
Ｎ
と
い
う
事
象
だ
け
で

は
な
く
、
Ｃ
Ｎ
に
向
け
た
脱
炭
素
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
じ
た
経

済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革（
Ｇ
Ｘ
）で
あ
る
と
い
う
観
点
等
か
ら
、

「
Ｃ
Ｎ
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
」
と
い
う
仮
称
か
ら
、「
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）リ
ー
グ
」
と
変
更

（
注
３
）�Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
６
次
報
告
書
に
お
け
る
Ｃ
Ｎ
の
定
義
は
、「
あ
る

対
象
に
関
連
す
る
人
為
的
な
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
、
人
為
的
な

Ｃ
Ｏ
２

除
去
量
が
釣
り
合
っ
て
い
る
状
態
」

政
策
対
応

＜2050以後：CN達成以後＞

□ 自己宣言に基づく目標値
の達成に向けた排出量取引

※国は、目標設定方法を指針として提示
※資本市場に開示を行うことで、
　目標水準の透明性・公平性を担保

＜取引される価値＞
□ 自主的目標に基づく排出枠
□ J-クレジット等の外部クレジット

＜足下の取り組み＞

企業の行動変容を
促す観点から、成
長に資するカーボ
ンプライシングも
含め、様々なポリ
シーミックスの検
討が必要

【補助金、税、排出量
 取引、規制 等】

GXリーグ 量を調整する仕組み

□ CN達成時点では残余排出と
吸収の「量」が均衡し、総量が
差引きゼロとなることを踏ま
えた、脱炭素価値（クレジット）
の取引

＜取引される価値＞
□ CNに向けて設定された排出枠
□ 吸収・除去によるクレジット
（残余排出のオフセット）

カーボン・クレジット市場の整備（脱炭素価値が広く取引される市場）

● CN達成以降は残余排出量と吸収量を均衡させるクレジット取引が必要であることを見
据え、CN達成以前から、代替手段の確立状況等も踏まえ、CN達成に向け先行する企業
とそれ以外の企業の間で排出量を調整する仕組みを通じ、CNに向けた取り組みを効率
的に進めることが重要｡
（※取り組み状況の異なる国家間での調整も必要。）

●「GXリーグ」についても、将来の排出量を調整する仕組みに向けての準備の取り組みと
しても位置付けていく。

図表２　カーボンニュートラル達成に向けた中長期の姿（イメージ）
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